
廃炉の現状と取組み 東京電力ホールディングス株式会社は、地域の復興にむけて福島第一原子力発電所の
廃炉とその一環であるALPS処理水の取扱いを安全かつ着実に進めてまいります。

福島第一原子力発電所

皆さまからの声におこたえします

様々なコンテンツで情報発信しています

東京電力ホールディングス株式会社
福島第一廃炉推進カンパニー

　IAEAの安全基準文書などに従って人や環境への放射線影響を確
認し、影響は極めて小さいとの結果が得られました。海水のトリチウム
濃度は、放水後、拡散により速やかに低下し、放水地点から2～3km離
れると、周辺の海水の濃度とほぼ同じになると評価しています。

海洋放出による人や環境への影響はありませんか。Q
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トリチウムとはどんな物質ですか。Q

A 　トリチウム(三重水素)は水素の仲間で、酸素と結びつ
き、 水とほぼ同じ性質の液体として存在する放射性物
質です。雨や飲料水などにも含まれ、私たちの体にも存
在しています。トリチウムが出す放射線のエネルギーは
非常に弱く、人の皮膚を通れません。体内に入っても蓄
積されることはなく、水と一緒に体外へ排出されます。
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　トリチウムは、国内外の原子力施設で各国の規制基
準を満たした上で海洋や河川、大気などへ放出されて
います。

他の原子力施設ではトリチウムは
どう処分されているのですか。
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世界各国の原子力施設からのトリチウムの年間放出量の一例（液体）

出展：英国：Radioactivity in Food and the Environment,2019
　　 カナダ：Canadian National Report for the Convention on Nuclear Safety
　　 フランス：トリチウム白書 その他の国・地域：電力事業者の報告書より作成
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福島第一原子力発電所
ALPS処理水処分時の放出量
22兆ベクレル未満

鋼鉄製の遮水壁（海側）

１日あたりの汚染水の発生量

放射線リスクを低減する「汚染水・処理水対策」
　福島第一原子力発電所では、2011年3月
の原子力事故以降、放射性物質によるリスク
を継続的に低減する廃炉を計画的に進めてい
ます。
　主な作業として、使用済燃料プールからの
燃料取り出しや溶けて固まった燃料「燃料デ
ブリ」の取り出し、燃料デブリを冷やすことな
どで発生する高濃度の放射性物質を含む水
「汚染水」の浄化処理があります。
　汚染水は日々 新たに発生しており、そのリス
クを低減するため、３つの基本方針に基づき、
さまざまな対策を実施しています。

①放射性物質に近づけない
　建屋周辺を囲むように地中に設けた凍土壁
や井戸からの地下水のくみ上げ等で、原子炉
建屋内に入り込む地下水の量を抑えて、汚染
水の発生を減らしています。
②放射性物質を漏らさない
　放射性物質を含む地下水の海への流出を
防ぐ鋼鉄製の壁を設けました。
③放射性物質を取り除く
　複数の浄化設備で放射性物質の大半を取
り除き、構内のタンクに保管しています。

廃炉の主な作業 汚染水対策の事例
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安全性・透明性の確保にむけた取組み
放出する水の安全性を確保する運用
　海洋放出にあたっては、トリチウム以外の放
射性物質の濃度が国の規制基準値を確実に下
回るまで、ALPSなどで浄化処理します。放出
前には、東京電力と外部機関がそれぞれ国の
規制基準を満たしているか確認し、公開します。
　浄化処理後の水に残るトリチウムは、国の規
制基準値や世界保健機関（WHO）の飲料水基
準値を確実に下回るよう、大量の海水で希釈し、
また、年間の放出量は事故前（運転中）と同じ22
兆ベクレル※1を下回るよう、適切に管理します。
緊急時に備えた運用と設備設計
　自然災害により設備に影響がおよぶ可能性

がある場合は、速やかにALPS処理水の移送
を停止します。また、設備の異常を検知した場
合には、複数の弁が自動で閉まり、海洋放出
を停止します。
モニタリングの強化・情報公開
　2022年4月から発電所近くの海域でトリチ
ウムを含む放射性物質のモニタリングを強化
しています。海水や海洋生物の測定結果はホ
ームページで公開しています。
国際原子力機関(IAEA)による確認
　ALPS処理水の海洋放出の安全性について、
IAEAおよび各国の専門家による国際安全基準
に照らした検証活動を継続的に受けています。
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ALPSの概要イメージALPS※処理水の海洋放出

　「ALPS処理水」は、処理前の水に含まれる
トリチウム以外の放射性物質を、多核種除去
設備(ALPS)など複数の設備を通すことで、
環境放出する場合の国の規制基準を満たす
まで取り除いた水です。
　現在、 ALPS処理水などを保管するタンク
は1,000基を超えており、今後、本格化する
廃炉作業を安全に進めるためには、タンクを
減らし、新しい施設を建設する場所を確保す

る必要があります。
　ALPS処理水の処分方法については、専門
家による6年以上にわたる議論の中で複数の
方法が検討され、2021年4月、国は海洋放出
する方針を決定しました。
　東京電力は国の基本方針を踏まえて、安全
確保のための設備の設計や運用等を具体的
に検討し、2023年春頃の設置を目指し、現在、
安全を最優先に工事を進めています。

冷却水冷却水

※1放射性物質がどのくらい放射線を出す能力があるかを表す単位

※ALPSはAdvanced Liquid Processing Systemの略

薬液による沈殿処理や、複数の吸着材を通すことにより、浄化前の水に含まれるトリチウム以外の放射性物質を国の規制基準を満たすまで浄化できます
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IAEA調査団による検証活動

図表ご確認中

ALPS処理水の放出前・中・後の長期にわたりご確認いただきます※2放出口における濃度の水を、生まれてから70歳になるまで毎日約2リットル飲み
　 続けた場合に、平均の線量率が1年あたり1ミリシーベルトに達する濃度（シーベ
　  ルトは人体に与える影響の大きさを表す単位）
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吸着塔
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前処理設備

トリチウム

薬液でコバルトやマンガン等の
放射性物質を沈殿させ、取り除く

吸着材（活性炭・イオン交換材料等）の入った吸着塔を
いくつも通して放射性物質を取り除く

ALPS処理水の取組みについて、科学的な根拠
などの情報をわかりやすくお伝えするための特
設ページです。

ALPS処理水について
お伝えしたいこと

ALPS処理水を加えた海水での飼育の様子をラ
イブカメラにてご覧いただけます。また、飼育日
誌も日々発信しています。

海洋生物の飼育試験

福島第一原子力発電所の実際の映像をもとに、
視察を疑似体験できるコンテンツです。通常は
立ち入ることができない建屋の中などもご覧い
ただけます。

INSIDE Fukushima Daiichi

ALPSの浄化の
しくみをCGを
活用した動画で
解説しています

福島第一原子力発電所の廃炉作業について、
皆さまの意見をお聞かせください。

ALPS処理水に関するあらゆる情報を集めた特
設サイトです。世界中の方々に向けて、多言語
（英、中［簡体字・台湾繁体字・香港繁体字］、韓）
で発信しています。

処理水ポータルサイト


